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※社協だよりは町民の皆さんからの会費により発行されています。
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「ふれあい広場」には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています。
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　地域の活性化や地域福祉の充実を図ることを目指して始められた「ふれあい広場」。

　毎年、地区ごとに工夫を凝らした、それぞれに特色のある「ふれあい広場」が開催されています。
　今回は、10月に開催された各地区の様子をご報告させていただきます。

大島山敬老祭ふれあい広場
１０月９日（日）　大島山区民会館にて開催

　午前中は恒例のバ
スツアー、当初は喬
木村リニア通過予定
地見学等を計画して
おりましたが、雨天
のため予定を変更し、
椋鳩十記念館にて、

リニアについて喬木村役場職員の説明と、記念館
の大原館長より椋鳩十さんの生い立ちを映像を交
えて聞かせていただきました。
　その後、大島山区民会館にて行われた交流会に
も多くの方が参加され、カラオケやビンゴゲーム
に歓声が上がる等、楽しい時間を過ごすことが出
来ました。

牛牧ふれあい広場
１０月１７日（月）　牛牧芸能伝承館にて開催
　牛牧地区は平日に開催することで、より多くの
世代が参加出来るように工夫をしています。今年
もみつば保育園の園児の皆さんが、降りしきる雨
を物ともせず元気に歩いてきてくれて、催しに大
きな花を添えてくれました。
　また、グループホーム大家族の皆さんも参加し

てくださる等、
地域に暮らすみ
んなが交流の機
会を持つことが
出来る、文字通
りの「ふれあい
広場」となりま
した。

吉田区民文化祭ふれあい広場
１０月２３日（日）　吉田区民会館にて開催
　会場には、地区の皆さんの書道や水墨画等の作
品や、吉田保育園、吉田河原保育園の園児の絵が
展示され、参加者の目を楽しませていました。ま
た、茶室では茶道クラブの方々が点てた抹茶が振
舞われる等、始まる前からおもてなしの心が溢れ
た催しとなりました。
　アトラクションの部も、シクラメンの抽選会に
始まり、ダンスや民
謡、マジックショー
等、分刻みで進行し
ないといけないほど
盛り沢山の内容で大
いに楽しませてくれ
ました。

出原ふれあい広場
１０月２３日（日）　出原区民会館にて開催
　少し肌寒い中
ではありました
が、今年も大勢
の方を招いて盛
大に開催されま
した。
　出原区では、
ご招待者の負担にならないようにと配慮して、毎
年午後からの開催となっています。時間は短いで
すが、その分内容が凝縮されており、園児のダン
ス、太鼓、民謡、紙芝居等が次から次へと催され、
参加された方々からおひねりが飛ぶ等、終始和や
かな雰囲気の中で、地域の強い結び付きを感じる
ことが出来ました。
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高森町社会福祉協議会
電話34‐3717　FAX35-9589　Eメール  t-shapc1@takamori.ne.jp
ホームページ　http://www.takamori-shakyo.com/

高森社協 検索

お得な情報満載！

平成28年度　高森町社会福祉協議会
会費納入ありがとうございます。

特別会費 ………… 104,000円 （社協事業に賛同して下さる個人の方）
一般会費 …… 1,358,500円 （一戸500円）
合　　計 …… 1,462,500円

（平成28年10月25日現在）
地域の福祉活動のために大切に使わせていただきます。
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　９月１５日（木）の夜、杉の木ホールにて、特定非営利活
動法人ローカルコミュニティ代表理事の高田克彦さんを
講師に招いて、災害ボランティアセンター学習会を開催
しました。
　社協職員はもとより、理事、監事、評議員および、役
場職員の方々にもご参加いただき、今年発生した熊本地
震や岩手県の台風災害の事例をもとに、災害ボランティ
アセンター設置の意義とその重要性を学びました。
　不幸にも大きな災害に見舞われてしまった場合、その
早期復旧のためには各地から駆け付けてくれるボラン
ティアの力が必要不可欠です。そのボランティアと住民
のニーズを結び付け、復旧復興活動を円滑に進めるため

の拠点が災害ボランティアセンターです。その運営については、平時より各関係機関の方々との関係構築がなされ
ていること、全国的なネットワークがあること等から、多くの自治体で社協が主体的に担っており、高森町社協で
も、高森町役場や地域住民の皆さんのご協力を仰ぎながら災害ボランティアセンターの運営を行っていきたいと考
えています。
　今年度中に災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の実施を予定しております。訓練の成果を発揮する場面が訪
れないことを祈りつつ、その時に備えて怠りなく準備をして参りたいと思います。
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災災害ボランティアセンター学習害ボランティアセンター学習会会

　１０月２３日（日）の午後、豊丘村と高森町の結婚相談員および、両社会福
祉協議会共催の婚活イベント「しあわせウォーキング」が開催され、町
内外の男女８人が参加してくださいました。
　山の寺隣政寺にてまずはそれぞれ自己紹介をした後、住職より寺の歴
史等についてのお話を聴き、荘厳な気持ちでウォーキング開始。少しず
つ色づき始めたハーモニックロードをまずは月夜平展望台を目指して出発しました。
　雄大な景色と楽しいおしゃべりのおかげで皆さんの足取りも軽く、アップダウンの激しい道のりも難なく踏
破。月夜平で一息つきながらみんなでゲームを楽しみ、いよいよウォーキングのゴール地点、瑠璃寺へ。瑠璃
寺では町の文化財である薬師堂や猫神様を見学した後、住職の講話をお聴きしましたが、それぞれが自分自身
を顧み、これからの人生の歩み方のヒントを得る貴重な時間となりました。
　最後は町内の居酒屋に移動して、おいしい料理に舌鼓を打ちながら親睦を深め、楽しい一日を締めくくりま
した。

「しあわせウォーキング
　～紅葉のハーモニックロード～」




